犬の鳴声「わんわん」「びょうびょう」について by 音 誠一
１
、
は
じ
め
に
犬
は
繩
文
期
よ
り
人
間
に
飼
わ
れ
、
有
益
で
身
近
な
動
物
の
一
つ
と
し
て
今
註
１
日に至っている。犬の鳴き一戸「わんわん」は幼児語として犬そのも
の
を
も
指
す
し
、
ま
た
鳴
き
声
の
擬
声
語
と
し
て
広
く
認
容
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろん「わんわん」は一般的な犬で、ごく普通に吠える場合を指して
いる。また、それとは別に文語系の語として「びょうびょう」があ
ることは、広く知られている。
今「わんわん」「びょうびょう」の関係がどうなっているのか、
全
く
無
関
係
な
の
か
、
そ
れ
と
も
何
か
相
互
関
係
が
存
す
る
の
か
、
以
前
か
ら
少
し
疑
問
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
い
く
ら
か
で
も
明
ら
か
に
で
き
な
い
も
の
か
と考えた次第である。
註
２
犬
の
鳴
き
声
の
描
写
に
対
し
て
迫
真
性
を
持
つ
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
人
間
の
音
声
で
正
確
に
写
し
と
ろ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
声
帯
模写に終ってしまうであろう。普通にはその時代時代の正常な音韻
に対応して文字化されるわけである。ところが動物の鳴声に限ら散
あ
る
種
の
擬
声
語
と
し
て
成
立
し
、
い
っ
た
ん
定
着
し
て
し
ま
う
と
、
か
な
り
幅
広
い
音
声
の
描
写
と
し
て
許
容
性
が
持
た
れ
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
２、近代語としての「わんわん」「びょうびょう」
近代以降、日常生活語として「わんわん」はごく一般的に使われて
い
る
。
明
治
期
の
初
等
教
育
の
国
語
読
本
を
見
て
も
「
花
咲
爺
」
の
犬
の
吠
え
犬
の
鳴
き
声
「
わ
ん
わ
ん
」
「
び
ょ
う
び
ょ
う
」
に
つ
い
て
声
と
し
て
出
て
く
る
。
アル日犬ハオヂイサンノタモトヲクハヘテ、ハタケノスミヘッ
レ
テ
イ
ッ
テ
、
「
コ
コ
ホ
レ
ワ
ン
ワ
ン
コ
コ
ホ
レ
ワ
ン
ワ
ン
〕
ト
ヲシヘマシタ。（尋常小学読本巻二明治四十一一一年発行）
またイソップ寓話の欲ふか犬の話も載っている。
イヌハ「アノサカナモホシイごトオモヒマシタ。ソシテ、ワン
ト
、
ホ
エ
マ
シ
タ
。
ス
ル
ト
、
イ
ヌ
ノ
ク
ハ
ヘ
テ
ヰ
タ
サ
カ
ナ
ガ
、
ミ
ヅ
ニオチテシマヒマシタ。（尋常小学読本二明治一一一十六年発
行）
犬の鳴き声は「ワンワン」か「ワン」である。ただおもしろいこ
と
に
、
も
う
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
て
明
治
二
十
年
発
行
の
読
本
に
は
、
犬
の
鳴
き
声
は
出
て
こ
な
い
。
此犬は、彼の犬と争ひて、其肉をもうばひ取らんと思ひ、彼の
犬
に
吠
え
か
け
た
り
。
し
か
し
、
口
を
開
く
や
否
や
、
己
が
口
に
く
は
へ
たる肉は、たちまち小川に落ちて、見る見る深く沈み行き、
（
尋
常
小
学
読
本
巻
之
二
欲
ふ
か
き
犬
の
話
明
治
二
十
年
発
行
）
十
六
年
後
の
明
治
三
十
六
年
に
は
文
語
体
か
ら
口
語
体
に
変
化
し
、
鳴
き
声
「わん」が登場している。
その他少年文学等に多く見られる。
そ
な
危
「コレ犬や、其方は能く人の一一一口葉を聞分けて我身の難儀を助け
音
誠
3３
て
呉
れ
た
の
、
名
は
何
と
云
ふ
」
犬
は
ワ
ン
と
も
云
は
ず
少
年
の
顔
を
そ
ま
と
眺
め
て
復
た
ス
タ
ス
タ
と
歩
み
出
す
、
（
村
井
弦
斉
近
江
聖
人
明治二十五年）
「
な
に
を
こ
し
ゃ
く
な
、
ウ
ウ
ワ
ン
ワ
ン
ｊ
「
ワ
ン
ワ
ン
ワ
ン
』
と
い
う
う
ち
に
、
二
匹
は
双
方
か
ら
と
び
か
か
っ
て
、
上
を
下
へ
か
み
あ
い
ま
し
註
３
た
が
、
（
巖
谷
小
波
こ
が
れ
九
大
正
十
年
）
小
犬
は
お
ど
ろ
い
た
の
か
、
「
ワ
ン
〕
と
ほ
え
て
、
ど
こ
か
へ
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
（
少
年
倶
楽
部
大
正
十
五
年
十
一
月
号
お
祖
父
様
は
犬
嫌
い
磯
村
善
夫
）
人
間
な
ん
て
お
か
し
な
も
ん
だ
。
あ
わ
て
る
と
ど
も
る
ん
だ
も
の
。
ボ
ク
／
な
ん
か
い
く
ら
あ
わ
て
た
っ
て
、
／
ワ
、
ワ
、
ワ
ン
な
ん
て
ほ
え
た
こ
と
は
な
い
け
ど
。
（
少
年
倶
楽
部
昭
和
十
五
年
七
月
号
犬
の
飴
屋
さ
ん
牧水江）
一
方
「
び
ょ
う
び
ょ
う
」
は
近
代
語
と
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
芥
川
龍
之
介
の
「
愉
盗
」
〈
大
正
六
年
）
に
は
三
頭
と
も
巴
の
や
う
に
、
彼
の
前
後
に
輪
を
画
い
て
、
尾
を
空
ざ
ま
に
上
げ
な
が
ら
、
砂
の
に
ほ
い
を
嗅
ぐ
や
う
に
、
頤
を
前
足
へ
す
り
つ
け
て
、
び
ょ
う
び
ょ
う
と
吠
え
立
て
る
．
ｌ
相
手
を
殺
し
た
の
に
、
気
の
ゆ
る
し
ふ
わ
んだ次郎は、前よりも一層、この狩犬の執勘い働きに悩まされ
た
。
〈
楡
盗
七
）
行く手の月の中に、二十と云はず一一一十と云はず、群る犬の数を
尽
し
て
、
ぴ
や
う
ぴ
や
う
と
吠
え
立
て
る
声
を
聞
い
た
。
（
楡
盗
七
）
芥川の「愉盗」は今昔物語より題材をさぐり、古典的世界に現代
性
を
加
味
し
た
と
い
わ
れ
る
世
界
が
開
ら
か
れ
、
読
者
に
強
烈
な
印
象
を
与
え
る
。
幸
田
露
伴
の
「
天
う
つ
浪
」
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
淋
し
さ
は
今
人
々
を
包
み
ぬ
。
く
う
く
う
と
鳴
く
狗
の
声
は
、
ま
た
遙
に
遠
く
よ
り
こ
、
に
聞
え
来
ぬ
。
（
幸
田
露
伴
天
う
つ
浪
明
治
三
十
六
年）こ
れ
は
犬
の
遠
吠
え
の
声
で
あ
る
。
は
る
か
彼
方
か
ら
響
い
て
く
る
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。
擬
声
語
で
は
あ
る
が
、
小
説
の
場
面
を
つ
な
ぐ
、
重
要
な
語
と
な
っ
て
い
て
、
感
覚
的
、
音
感
的
語
と
な
っ
て
い
る
。
短
歌
の
中
に
も
ざ
夜
ふ
け
と
夜
の
更
け
に
け
る
暗
黒
に
び
ょ
う
び
ょ
う
と
犬
は
鳴
く
に
あ
ら
ず
や
（
斎
藤
茂
吉
赤
光
大
正
二
年
）
と
い
う
の
が
あ
り
、
同
様
に
犬
の
遠
吠
え
が
不
安
感
を
強
調
し
て
い
る
。
今
こ
れ
ら
の
作
品
に
「
わ
ん
わ
ん
」
を
入
れ
替
え
た
な
ら
ば
、
文
学
的
価
値
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
つ
の
作
品
の
「
び
ょ
う
び
ょ
う
」
は
文
学
的
価
値
が
高
く
、
場
面
を
盛
り
あ
げ
る
の
に
重
要
な
役
割
り
を
果
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る。
３
、
「
わ
ん
わ
ん
」
の
上
限
「わんわん」はいつごろから使われ出したのであろうか。文字化
さ
れ
て
見
え
る
の
は
、
近
世
へ
入
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
狂
言
の
犬
山
伏
、
柿
山
伏
を
中
心
に
見
て
み
る
と
か
ら
り
ノ
ー
と
か
ら
め
か
し
一
い
の
り
こ
そ
ハ
い
の
っ
た
れ
、
ぼ
ろ
お
んｌ～ｌ～ノーいぬわんくといふてかミっかふとする、山ぷし
に
げ
て
め
っ
き
の
は
し
ら
に
い
だ
き
つ
き
い
い
を
よ
べ
と
云
（古本能狂一百集犬山伏寛永十九年）
茶屋虎来いノーーノーー・犬わんわんノー～。・・…………Ｐ…茶屋けし
ノ
ー
ノ
ー
・
咬
め
ノ
ー
ｒ
～
・
犬
わ
ん
ノ
ー
ノ
ー
ノ
ー
。
（
鷺
賢
通
本
犬
山
伏
古
典
全
書
安
政
二
年
）
虎明本、鷺賢通本は「わんノー」であるが、
ひといの叩
き
と
く
一祈いのるなら、などか奇特のなかるべき。ぼろおん？～・い
ろ
は
に
ほ
へ
と
。
ぼ
ろ
お
ん
ノ
、
ノ
ー
・
犬
く
う
く
う
ノ
ー
・
ち
ゃ
は
い仁く
あ、愈知れました。（狂一一一口記拾遺巻之四犬山伏）
柿主犬なら啼かうぞよ・山伏はあ、又こりや職かざなるまい・ぴ
な
3４
ょノー・柿主はぁ、犬ぢやノー。（狂言記巻之一一一柿山伏）
アド犬の啼く真似をせう。琲姥岬遙赫敬フノーァド籾もノー～上手に
真似をする。（狂言一一一百番集下柿山伏）
「くうノー」「びよノー」の系統も存在する。また、吠え声が
出
て
こ
な
い
の
も
あ
る
。
ぼろをんノー～ノーーノーー・轆函圷扣奄煎〈もいふ。…・・………・
（出家）とらやノー・犬出家の方へなつく．山伏犬のそば
つくやうにす
へより祈る。犬しきりにほへ、かみ
る。（
虎
寛
本
犬
山
伏
岩
波
文
庫
）
ぼろおんノーノーー〔犬吠へか、る、出家この体を見て茶屋へ〕
……………ぼろおんｒ～ノー～」と祈る、犬ほへつく、ワキ座へ
行
き
出
家
を
つ
き
の
け
又
祈
る
、
（
鷺
流
森
藤
左
衛
本
犬
山
伏
謡
曲文庫）
狂言類には「わんわん」「びょうびょう」ともあり、それほど厳
密な規範性というものはないようである。
その他「わんわん」は江戸小咄や謎々などに見える。
四つ這にはって、わんノーといえば、友犬かと思って構はい
（再成餅夜道の心がけ安永二年）
犬、知らぬ足が入ったゆヘワンとくらい付きければ、「ヲ、
ぁ
っ
ノ
ー
」
（
再
成
餅
浪
人
ご
た
つ
安
永
二
年
）
座頭、犬の足へふみかけ、れば、わんと鳴く。………また犬の
つらへふみかけ、わんといふ。（楽牽頭明和九年）
大愚の足もとに寝て居し犬が、わんわんと大愚の裾へ噛み付け
ば
、
（
滑
稽
本
七
偏
人
三
下
）
というような小咄、滑稽本の類から謎々では三段謎で
犬
と
猫
の
喧
嘩
と
か
け
て
人
殺
し
の
念
仏
と
と
く
心はにやわん（新板なぞづくし江戸末期ことば遊び辞典）
ま
た
、
犬
そ
の
も
の
も
さ
し
て
い
た
。
こ
れ
は
幼
児
語
と
し
て
現
在
で
も
見
う
け
ら
れ
る
。
早
う
お
出
そ
れ
う
し
ろ
か
ら
わ
ん
わ
ん
が
（
雑
俳
机
の
鹿
）
わんノーに這ふて揚屋が馬に成り（雑俳語辞典上宝永一千枚分銅）
こうやってみると「わんわん」は江戸中期あたりより、ひんぱん
に見えるようであるが、それ以上にも口語として使用されていたの
ではないだろうか。一肩の張らない庶民語として言語生活の中に溶け
こんでいたのではないだろうか。犬が登場しなければ出てこないの
で、なお身近となり、実際的となり、文字化して文献上に残ること
が少なかったのではないだろうか。
４
、
び
ょ
う
び
ょ
う
一方文語体と思われる「びょうびょう」はどうであろうか。嬉遊
笑覧巻十二（禽虫）には、
。犬の声をくうｌ～といふは彼遠吠するをいふなるくし猿楽
兆
４
狂一一一戸にもみえたり又ト養が〔狂歌集〕にいいまもちといふもの
を
出
し
け
る
に
く
う
？
～
と
広
き
庭
に
て
く
ひ
つ
く
は
白
黒
ま
た
ら
い
い
ま餅かな〔望一千句〕古宮はぴやうノーとあれ秋さびし狐を
犬の追まはりぬる〔夷曲集〕に犬桜みてよむ歌は我ながらしか
るくうともおもほえす侯土佐国人は今も犬の声をくうノーとい
り△
とある。遠吠の鳴き声としてとっているようである。前出の狂一一言
には「くうノー▲「びょノー」とあり、「わんわん」は「くうくう」
の
口
語
化
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
点
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
狗人と云ふは………くうくうと云ひて門を守りて居侯はうぞ
（古活字本日本書紀抄下岩波古語辞典）
犬
は
ひ
や
う
ノ
ー
と
こ
そ
な
け
（
俳
譜
猿
蕊
狂
言
辞
典
）
趨蹄の割にふるさとの空をしたひて鳴く犬の・肌聯の齢韓はあ
二七・ゆ
な
3５
れ
と
か
や
（
近
松
浄
瑠
璃
集
岩
波
古
典
文
学
大
系
用
明
天
皇
職
人
鑑
）
後
例
は
「
別
府
」
を
「
く
う
」
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
か
な
り
無
理
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
「くうくう」を付句にしてとり入れた俳譜連歌の例も見られる。
た
叡
へ
う
ノ
ー
と
う
っ
浪
の
音
つつみ
鼓
に
も
犬
の
皮
を
や
か
け
ぬ
ら
ん
（
鷹
筑
波
集
俳
書
大
系
）
前
句
「
へ
う
へ
う
」
は
秒
々
の
意
で
、
雑
俳
語
辞
典
に
「
ぴ
よ
－
び
よ
’
獅
々
く
う
く
う
文
化
中
伊
勢
冠
付
浪
音
ビ
ヤ
ウ
ノ
ー
と
た
そ
が
れ
て
く
る」雌協る。川柳では
鋲
打
の
中
で
地
犬
を
ほ
へ
て
ゐ
る
（
江
戸
川
柳
辞
典
Ⅲ
Ｐ
）
謎
々
で
は
口
承
謎
で
、
古
い
タ
イ
プ
の
二
段
謎
で
あ
る
。
犬
の
鳴
き
さ
し
虻
の
一
声
答
屏
風
（
能
登
）
（ことば遊び辞典）
このことは「びょうびょう」はかなり一般的であったとも考えられ
る
。
嬉
遊
笑
覧
に
も
あ
る
よ
う
に
、
方
言
と
し
て
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
高
知
県
、
長
崎
市
。
（
全
国
方
言
辞
典
、
日
本
国
語
大
辞
典
）
、
ま
た
、
影
絵
の
犬
の鳴き声にもあるという。岡山県。（日本国語大辞典）
ほかに「けいノー」と表記されたものもある。
中門の下より犬一疋走出てほゑけるを、宗任、ちいさきひきめを
と
て
射
た
り
け
る
に
、
犬
い
ら
れ
て
け
い
ノ
ー
と
な
き
て
は
し
る
を
、
誠』古今著聞集巻二日本古典文学大系）
「けいノー」は「わんわん」や「びょうびょう」とは関係なく、
現在の「キャンキャン」に近いものかも知れない。現在でも犬がい
じめられたときの鳴き声などの場合に使うようである。浮世風呂に
は
さ
と』】
又
犬
に
つ
ま
つ
く
「
キ
ャ
ン
ち
く
せ
う
め
、
気
の
き
か
れ
へ
所
に
う
し
や
ア
が
る
…
…
…
（
浮
世
風
呂
前
編
巻
之
上
日
本
古
典
文
学
大
系
）
と
あ
る
。
ま
た
狂
言
で
も
犬切幕よりグウノーノーー言ひ乍ら舞台へ出る、。…・……・
犬
ク
ン
ノ
ー
ノ
ー
と
い
っ
て
し
な
だ
れ
る
、
（
鷺
流
森
藤
左
衛
門
本
謡
曲文庫）
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
、
か
な
り
口
語
的
感
じ
が
す
る
よ
う
で
あ
る
。
５、秒々
漢
語
に
「
秒
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
音
は
ベ
ウ
で
意
は
、
１
は
る
か
。
水
又
は
野
原
な
ど
の
は
る
か
に
広
い
こ
と
。
２
ご
く
小
さ
い
さ
ま
で
あ
る
。
秒
々
の音は、犬の鳴き声「ぴゃうぴやう」に近いと思われる。前出の鷹
筑波集の前句に付く様子からも考えられ得る。同様にト養の歌にし
て
も
掛
詞
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
遠
吠
え
と
い
う
こ
と
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
一
致
す
る
。
「
秒
々
」
に
つ
い
て
少
し
用
例
を
あ
げ
意
味
を
みてみると、
秒
々
高
低
望
不
窮
（
本
朝
無
題
詩
九
夏
日
遊
仙
遊
字
惟
宗
考
言
）
是は秒々とした広い野へ出たが、是は何と云所じゃ知らぬ。（
虎
寛
本
狂
言
か
み
な
り
岩
波
文
庫
）
群稲鏥まだ夜をこめて有明の、月ぞ知らする山道の、秒
々
と
し
て
涯
し
な
き
（
日
本
歌
謡
集
成
巻
五
落
葉
集
）
さ
て
秒
々
と
打
開
い
た
薮
ぢ
や
（
狂
言
蝸
牛
狂
言
辞
典
）
パ
ジ
エ
ス
、
３
ｍ
の
。
ベ
ウ
§
ハ
ル
カ
ナ
リ
ベ
ウ
６
シ
タ
ノ
バ
ーフヘボ
ン
（
第
二
版
）
国
ご
ｑ
１
国
］
ロ
ビ
ャ
ウ
ビ
ャ
ウ
、
秒
秒
果
て
し
な
い
野
原
、
地
平
線
、
山
道
と
い
っ
た
場
所
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
うである。犬の遠吠えのイメージと共通な面が考えられ得る。勝手
な
想
像
を
め
ぐ
ら
す
な
ら
ば
、
知
識
階
級
、
教
養
階
級
が
、
漢
語
の
意
味
か
ら
、
犬
の
鳴
き
声
の
擬
声
語
と
し
て
借
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
も
な
い
。
なお「吠一」の字の音は、ハイ、パイで慣用音にべイがある。吠
3６
声、吠犬、吠狗といった語があるが、関係があるかも知れない。
また「霧獅」という語がある・
ざる所に燃獅を鰍て置、（私可多咄噺本大系第一巻）
東よりござるべいかのいぬの年（毛吹草巻第五岩波文庫）
この「くい」も鳴き声と関係あるのかも知れない。嬉遊笑覧では
〔因果物語〕にへか犬をつれて来れり又くいかともいへり是
をおもへば吠狗の誰れるもしるべからず
と
あ
る
。６、
お
わ
り
に
犬の鳴き声「びょうびょう」にはいわゆる「ゆれ」はないようで、
（「けいノー」は直接関係ないと思われる。）「わんわん」とは
系譜は別で、文字化の度合がいくらか強く、室町江戸初期を中心
に狂言、狂歌、俳譜連歌等に散見されるようである。口承謎や方言
等に残っているのは、ある程度の教養階級を中心にかなり庶民的に
も
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
「わんわん」は現在の日常生活に定着しているようである。一部
「びょうびょう」が残っているが、これは文学作品の表現効果とい
うのみで、命脈を保っているのではないだろうか。「わんわん」は
江戸期より、あるいはそれ以前よりかも知れないが、「びょうびょ
う」よりはより気軽に、より身近に、より実際的に一般庶民、子ど
もたちに使われていたと思われる。
こういった動物の鳴き声等の擬声語は日常生活に密着していて、
気軽に使われはするものの文字化される機会は割と少なく、資料化
となる要素が少なく、困難な面が見うけられるようである。
一方犬と縁の深い猫はどうであろうか。現在の日常生活では「ニ
ャーォ」「ニャーン」「ニャア」等が考えられ得る。
来て、ねうれうといとらうたけに鳴けば、（源氏物語若紫下）
註１、英語では「バウワウ」（言三－三．弓）で日本語「びょう
びょう」に近い。
註２、日本語の言語理論佐久間鼎音味と音韻
註３、一八九一年単行本「黄金丸」所収のものを一九一二年口語訳
に改稿、原作には、吠え声「ワンワン」はない。
註４、｜ある人下屋しきへ行けるにひろにハにてあそびいいまもち
といふものを出しけるにしろきくろき各Ｉのもちなりこれを題にて
に
わ
の
け
い
を
よ
め
と
云
け
れ
ハ
くうノーとひろき庭にてくいつくハ白黒またらいいまもちかな
（卜義狂歌集）
註５、鋲打とは上等の女乗物、外出に愛玩用の林も同乗、路上の犬
に
向
っ
て
吠
え
る
。
（
江
戸
川
柳
辞
典
浜
田
義
一
郎
編
）
註６、僅言集覧には「けんノー犬の声を云、古今著聞集に見ゆ」と
ある。
（金沢西高等学校教論）
女房、「いやこの程大いなる猫がありく」という疸かの男肝
をけし、「にやう」といふべきを、うちわすれ（醒睡笑巻
之七）
「ウン、あの猫を抱きたいなノー」猫聞いてコーャアンウ、」
（
花
笑
顔
咄
本
安
永
年
間
）
足袋屋の前で猫がなく。なんとなく。にやにやもん半といって
な
く
。
（
狸
謡
集
神
奈
川
県
焼
米
搗
歌
）
「みうノー」（の草紙室町末期絵草紙桜井氏蔵）
といったようなものが見られるようですが、できれば一局次の機
会にでも報告できればと考えております。
この稿を成すにあたって深井一郎先生に多大の御教示をいただき
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
3７
